
国際交流基金京都支部講演会 

「近世社寺建築： 

北野天満宮から東照宮まで」 
 

講師：ファビエン・ヘルフェンベルガ―   

Fabienne Helfenberger 氏 
(スイス / 国際交流基金日本研究フェロー) 

 

                               

ファビエン・ヘルフェンベルガ―氏 
                         
                      スイス出身。ハーバード大学博士課程在学中。 

専門は日本美術史・建築史。 

                              国際交流基金日本研究フェローとして 2017年 

7月に来日。現在、京都大学大学院工学研究科 

にて「日光を超えて：江戸時代初期の徳川霊廟 

建築」をテーマに研究活動中。 

今回の講演ではヘルフェンベルガ―氏が自身の 

京都での研究について語ります。 

 
 

                      

 

日時： 2018年 2月 6日(火曜日) 18時より 
(講演は約 60分。講演の後、質疑応答の時間があります。最長 20時まで) 

 

会場： 京都市国際交流会館 kokoka１階 第１・第 2会議室 
     京都市左京区粟田口鳥居町 2番地の 1  
      ●京都市地下鉄東西線「蹴上(けあげ)」駅 2番出口より約 300m(徒歩約６分) 

 

入場無料 事前申し込み不要 先着４０名 

●日本語での講演です(通訳はありません) 

 

問い合わせ先：国際交流基金京都支部 

          電話：075-762-1136 (受付時間：月～金 10時～17時) 
          京都市左京区粟田口鳥居町 2番地の 1京都市国際交流会館 3階 

 

 
主催：独立行政法人 国際交流基金京都支部  

 

共催：公益財団法人 京都市国際交流協会       

http://www.kcif.or.jp/

